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行政評価
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分野 安全安心都市[Ⅵ]

政策 防災・防犯のまちづくり[11]

施策名
部課名
課長名

施策No子どもの安全対策 11-05
内線

教育委員会事務局庶務課
谷嶋　弘 3310

指標に関する説明

  荒川区立の小中学校、幼稚園における安全対策については、これまでもソフト、ハードの両面に
わたり様々な施策に取り組んできた。しかし、他の自治体では、小学校低学年児童が犠牲となる大
変痛ましい事件が相次いで発生しているところである。
　いつどこで起こるかわからない犯罪を防ぐには、多くの人の目が必要であり、多くの人が児童の
安全を見守ることが、犯罪者への抑止力となる。したがって、行政、警察、学校、ＰＴＡ、区民等
が力を合わせ児童を見守ることにより、犯罪の発生を抑止し、明日を担う児童が安心して暮らすこ
とのできる社会を実現する。

  児童の安全対策は、シルバー人材センターへの委託及びPTAや地域ボランティア等の協力により
様々な施策を実施している。
　しかし、学校におけるボランティアの登録状況は各学校によって異なり、多くのボランティアの
協力がある学校とボランティアの協力が少ない学校もある。また、学校によっては、ボランティア
と学校が連携する組織を設置した学校もあり、学校及び地域によって、安全対策への取り組み状況
が異なっている。また、児童の安全対策は、保護者が中心となって地域の力で継続的に実施してい
く必要がある。

　引き続き、学校安全ボランティアの組織化・拡充を推進していく。
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関連部課名 総務企画部総務企画課、子育て支援部児童青少年課

施策の分類
分類についての説明・意見等

前年度設定 今年度設定

　子どもの安全対策としては、児童安全対策協議会を組織し区を挙
げて取り組んでいるところであり、今後も、児童の命と安全を守る
ため、施策の優先度は高い。ただし、ソフト事業について地域全体
の取り組みとして、実施内容の見直しは不断に必要である。

小80.0％
中80.0％
幼80.0％

0 0 0

0

18年度 19年度

0

0 0 0 0

0 0 0

小学校
62.1％

小
69.3％
中
41.3％

小
74.2％
中
52.4％
幼
46.4％

小
74.3％
中
59.9％
幼
50.0％

　現在、実施している児童の安全対策に関する施策については、児童の命と安全を守るために必要
な事業であり、継続的に実施していくことが不可欠である。また、継続的に活動していくために
は、より一層の地域の協力が必要である。したがって、学校安全ボランティアの拡充及び継続的な
活動ができる体制を整えるため、ボランティアの組織化を推進していく。
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- Ｂ
幼稚園等の安全設備充実のため
継続して推進する。

保育園安全見守り事業 08-03-17 0 14,348 - Ｂ
園児の安全確保のため継続して
推進する。

私立幼稚園等安全推進事
業費補助

08-01-13 0 0

Ｂ
子どもたちの安全確保のため継
続して推進する。

188,923 258,127

児童の安全確保のため、極めて優
先度は高い。ボランティアの活用
をさらに進めていく。

学校施設開放等に対応するため
継続して推進する。
学校施設開放等に対応するため
継続して推進する。

Ｂ

Ｂ

Ａ

休日や夜間の校内の安全確保の
ため継続実施する。
休日や夜間の校内の安全確保の
ため継続実施する。

Ａ
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Ｃ

Ｃ

Ｃ

01-01-32 0 114 Ｃ Ｃ

児童交通安全対策費

学校安全パトロール

児童安全推進員

12-01-08

12-01-10

12-01-12

施策を構成する事務事業の分類

学童クラブ安全対策事業

児童安全対策協議会

学校夜間管理（中学校）

学校夜間管理（小学校）

事務事業名
決算額（千円）

機械警備（中学校）

機械警備（小学校）

上級救命講習会 12-06-30 306 360

児童の安全確保のため、極めて優
先度は高い。ボランティアの活用
をさらに進めていく。

通学する児童の交通安全の確保
のため継続して推進する。
児童の安全確保のため継続して
推進する。

分類についての説明・意見等

安心・安全のまちづくりの施策の
一環として実効性のある体制の構
築を目指す。

活用策についてさらに検討を進
める。
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学校情報配信システム

事務事業
No
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前年度
設　定

今年度
設　定

18年度

08-02-10 18,244 40,295 Ａ

4,685 5,842 Ｂ Ｂ

54,059 54,023 Ｃ

12-01-11 32,949 31,265 Ｂ

17,386 48,861 Ａ

Ｃ

12-01-14 10,154 10,709 Ｃ

12-01-13 21,273 22,444 Ｃ

12-02-11 9,172 9,172 Ｃ

12-02-03 20,695 20,694 Ｃ
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